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　　　 みんなで支える子育て

に
新
生
児
（
第
３
子
以
降
）
が
生
ま
れ
た

世
帯
に
、
一
律
５
万
円
を
出
産
祝
金
と
し

て
贈
っ
て
い
ま
す
。
河
辺
支
部
で
独
自
に

創
設
し
た
こ
の
基
金
を
今
後
も
継
続
し
て
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
河
辺
公
民
館
（
☎
26
‐
６
５
１

２
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
河
辺
支
部
で
は
、
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
皆
さ
ん
が
交

流
を
深
め
、
人
と

人
が
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
で
、
地

域
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、

子
育
て
支
援
が
で

き
る
よ
う
、
今
後

も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

河
辺
支
部
で
は
、
地
域
を
あ
げ
て
子
育

て
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
と
、
少
子

化
対
策
の
た
め
、
河
辺
支
部
内
で
第
３
子

以
降
が
生
ま
れ
た
世
帯
に
出
産
祝
金
を
贈

る
「
出
産
祝
基
金
」
を
発
案
し
、
創
設
し

ま
し
た
。

　

こ
の
基
金
を
も
と
に
、
河
辺
支
部
の
８

つ
の
町
内
会
で
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降

　

現
在
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
子

　

現
在
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
子

育
て
支
援
が
と
て
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

育
て
支
援
が
と
て
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
に
対
し
て
、
子
育
て

　

就
園
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
に
対
し
て
、
子
育
て

支
援
を
行
う
地
区
や
町
内
会
、
各
種
団
体
な
ど
の
取

支
援
を
行
う
地
区
や
町
内
会
、
各
種
団
体
な
ど
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

問問  

秘
書
広
報
室（
広
報
）☎

秘
書
広
報
室（
広
報
）☎
3232
‐
２
０
２
９

‐
２
０
２
９

地
域
で
の
未
就
園
児
支
援
の
取
り
組
み

　
『
広
報
津
山
』
平
成
28
年
10
月
号
で
、
市
内
の
各
町
内
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支

援
の
情
報
を
募
集
し
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

津山市連合町内会
河辺支部長

坂本道治さん（日上）

出産祝金を送られた
前田蓮くんと蘭珠ちゃん

（総社）

子育てサロン「さくらんぼ」
スタッフ　廣本美智子さん

（安岡町）

福岡木綿子さん（小田中）

総社東町内会長
小林茂樹さん（総社）

川上恵さん（国分寺）

　

お
む
つ
代
な
ど
、
子
育
て
に
は
た

く
さ
ん
お
金
が
掛
か
る
の
で
、
と
て

も
助
か
り
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て

も
ら
い
ま
す
。

河辺支部
　

安
心
し
て
子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所
な

の
で
、
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

同
年
代
の
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
話

が
で
き
る
の
も
良
い
で
す
ね
。

ふれあいまつりふれあいまつり

子
ど
も
は
地
域
の
宝

第
３
子
以
降
に

「
出
産
祝
金
」

堂
で
就
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者
を
対
象

と
し
た
親
子
ク
ラ
ブ
「
神
楽
尾
た
ん
ぽ
ぽ

ク
ラ
ブ
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

の
運
営
に
も
町
内
会
か
ら
補
助
金
を
出
し

て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
出
産
祝
金
の
こ
と
や
神
楽
尾

た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
の
活
動
情
報
な
ど
の
子

育
て
に
関
す
る
内
容
を
、
毎
月
配
布
す
る

町
内
会
の
会
報
に
掲
載
し
、
町
内
会
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
人
た
ち
が
、
こ
の
町
内
に
移
り
住

ん
で
来
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
地
域
を
あ
げ
て
、
子
ど
も
を
育
て

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
社
東
町
内
会
で
は
、
10
年
ほ
ど
前
か

ら
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
世
帯
に
、
一
律

５
千
円
を
出
産
祝
金
と
し
て
贈
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
子
ど
も
を
大
切
に
し

た
い
、
こ
の
地
域
に
移
り
住
ん
で
く
れ
て

い
る
人
に
感
謝
し
た
い
、
こ
の
地
域
で
ず

っ
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
家
族
か
ら
町
内
会

の
役
員
に
申
し
出
を
し
て
も
ら
い
、
出
産

祝
金
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
始
ま
っ
た
当
時

は
、
多
く
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近

年
は
１
〜
２
件
に
減
っ
て
い
る
の
で
、
ま

す
ま
す
、
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
域
で
は
、
総
社
東
公
会

総社東町内会

新
生
児
「
出
産
祝
金
」
は

感
謝
の
気
持
ち

間
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
季
節
に
ち

な
ん
だ
催
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
を
開
設
し
た
当
初
、
催
し

情
報
な
ど
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
お
知
ら

せ
す
る
と
、
次
第
に
口
コ
ミ
で
広
が
り
ま

し
た
。
市
内
外
か
ら
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
に

行
っ
て
み
た
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
増

え
、
県
外
か
ら
帰
郷
し
た
人
な
ど
も
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
を
始
め
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

利
用
す
る
家
族
に
次
々
と
赤
ち
ゃ
ん
が
誕

生
し
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
話

題
や
、
上
の
子

と
赤
ち
ゃ
ん
を

連
れ
て
来
る
家

族
た
ち
が
増
え

て
く
る
と
、
子

育
て
を
応
援
し

て
き
て
良
か
っ

た
な
と
実
感
し

ま
す
。

　

城
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
平
成

26
年
に
就
園
前
の
親
子
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
、
城
西
公
民
館
内
に
子
育
て
サ
ロ

ン
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

名
称
の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
に
は
、
子
ど
も

と
保
護
者
が
つ
な
が
っ
て
い
る
時
間
を
大

切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
子
育
て
を
す
る
人

が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
、
家
庭
以
外
に
も
親
子
が
ゆ

っ
く
り
で
き
る
場
を
つ
く
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　

９
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
紙
芝
居
や
手
遊

び
な
ど
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
べ
る
時

城西地域

子
育
て
サ
ロ
ン

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
は

親
子
の
居
場
所

総社東町内会の会報 親子ひろば「すくすく」親子ひろば「すくすく」

と
き　

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

城
西
公
民
館
（
小
田
中
）

対 

象　

未
就
園
児
と
保
護
者
（
未
就
学
児

も
可
）

問
城
西
公
民
館
☎
31
‐
０
１
０
２

集特 

み
ん
な

み
ん
な
でで

支支
え
る
え
る

子
育
て

子
育
て

　

〜
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
む
た
め
に
〜

〜
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
む
た
め
に
〜

集特 

子育てサロン「さくらんぼ」子育てサロン「さくらんぼ」
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　　　 みんなで支える子育て

さ
ま
ざ
ま
な
未
就
園
児
支
援
の
取
り
組
み

　

市
内
で
は
、
愛
育
委
員
や
親
子
ク
ラ
ブ
、
親
子
ひ
ろ
ば
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
子
育
て

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
に
根
差
し
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

津山市愛育委員連合会
会長 藤本貴子さん（院庄）

　

子
育
て
で
困
っ
た
時
に
は
、
愛
育
委

員
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
相
談
に
乗
っ
て

も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

春名めぐみさん（高野本郷）

親子ひろば「すくすく」
を利用している
常本敦美さん（小原）

名称 とき ところ 問い合わせ先

親子ひろば「すくすく」
平日午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分

すくすく（津山すこやか・
こどもセンター３階）

☎32-7029

地
域
版
親
子
ひ
ろ
ば

すくすく久米
毎月第２・４月曜日
午前10時～11時30分

久米保健センター（中北下） ☎57-8133

すくすく勝北
毎月第２・４火曜日
午前10時～11時30分

勝北保健福祉センター（新
野東）

☎36-6969

すくすく佐良山
毎月第３火曜日
午前10時～11時30分

津山老人福祉センターさら
楽（皿）

☎28-1781

親子ひろば「すくすく」と地域版親子ひろば親子ひろば「すくすく」と地域版親子ひろば

にこにこクラブ会長
江間順子さん（戸島）

　

子
ど
も
は
遊
び
の
幅
が
広
が
っ
て
、

と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
。

にこにこクラブを利用して
いる黒澤美枝さん（院庄）

親子ひろば「すくすく」親子ひろば「すくすく」

訪
問
す
る
「
お
め
で
と
う
訪
問
」
は
、
困

っ
た
時
に
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
よ
う
人

間
関
係
を
築
く
た
め
の
大
切
な
取
り
組
み

で
す
。
地
域
の
相
談
役
と
し
て
、
今
後
も

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
市
内
で
は
、
保
健
師
・
助
産
師

に
よ
る
「
産
婦
・
新
生
児
訪
問
」
や
、
保

育
士
・
看
護

師
な
ど
に
よ

る
「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
」
が

行
わ
れ
て
い

る
の
で
、
協

力
し
て
、
子

育
て
支
援
を

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

　

昭
和
35
年
に
結
成
し
た
津
山
市
愛
育
委

員
連
合
会
は
、
現
在
、
１
０
５
４
人
の
会

員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
結
成
当
時
か
ら
、

力
を
合
わ
せ
て
「
愛
育
の
こ
こ
ろ
」
を
受

け
継
い
で
い
き
、「
地
域
の
お
母
さ
ん
」

と
い
う
立
場
で
、
子
育
て
の
応
援
を
し
て

い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
家
庭
を

愛育委員

お
め
で
と
う
訪
問
で

人
間
関
係
づ
く
り

し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
だ
か
ら
こ
そ
、
楽
し
め
る
こ

と
を
見
つ
け
な
が
ら
、
に
こ
に
こ
の
輪
を

こ
れ
か
ら
も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

市
内
に
住
む
就
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護

者
が
自
主
的
に
活
動
す
る
親
子
ク
ラ
ブ
の

う
ち
、
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
（
院
庄
）

　

現
在
、
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
は
大
人
26
人
、

子
ど
も
35
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
公
民

館
や
愛
育
委
員
、
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど

地
域
の
た
く

さ
ん
の
人
た

ち
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、

子
育
て
中
の

み
ん
な
と
協

力
し
て
運
営

親子クラブ

子
育
て
中
の

み
ん
な
集
ま
れ
！

　

津
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る

親
子
ひ
ろ
ば
「
す
く
す
く
」
や
地
域
版
親

子
ひ
ろ
ば
で
は
、
親
と
子
ど
も
が
遊
ぶ
場

や
親
同
士
が
子
育
て
に
つ
い
て
意
見
交
換

す
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
と
一
緒
に
、
子
ど
も
の
成
長
を
喜

び
合
う
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

対 

象　

３
歳
未
満
児
と
保
護
者
（
地
域
版

親
子
ひ
ろ
ば
は
、
就
学
前
ま
で
可
）

利
用
料　

無
料
（
予
約
不
要
）

※ 

詳
し
く
は
、
各
ひ
ろ
ば
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

親子ひろば
「すくすく」と
地域版親子ひろば

自
由
に
遊
ば
せ
な

が
ら
情
報
交
換
や

仲
間
づ
く
り

　

親
同
士
の
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。
子
育
て
の
情
報
交
換
が
で
き

て
と
て
も
良
い
場
所
で
す
ね
。

子育て世代包括支援センター
　平成28年４月から津山すこやか・こどもセンター内に母子保健コーディネーター２
人を配置して、妊娠や出産、子育てに関するさまざまな不安や悩みを聞くなど、継続的
な相談支援を行っています。お気軽にご相談ください。
具体的な支援例
・保健師や助産師などの訪問　　・家事支援ヘルパーなどの派遣
・授乳や育児などの相談　　　　・関係機関との調整　など
問健康増進課（津山すこやか・こどもセンター内）☎32-2069

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援

集特 

みんなの力で子どもをすくすく育てよう
　核家族化が進む中で、子育てをする家庭の孤立化や共働き家庭、ひとり親家庭の増加など、子ども
が育つ環境や子どもを育てる環境は日々、変化しているといわれてい
ます。
　すべての子どもたちの幸せを願って、家庭や地域、行政などが協力
し、安心して子どもを生み育てられる環境を整備するなど、子育てを
支援していきましょう。

おめでとう訪問おめでとう訪問

クリスマス会クリスマス会

※ 

見
学
や
入
会
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
健

康
増
進
課
☎
32
‐
２
０
６
９
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

団体名 主な活動場所 団体名 主な活動場所

チューリップクラブ 津山東公民館 ラッコクラブ 一宮公民館

カムカムクラブ 城西公民館 ちゃっちゃクラブ 清泉公民館

小原ぽっかぽかクラブ 西苫田公民館 なかよしKids 成名公民館

ちびっこ探検隊 中央児童館 元気組 高野公民館

神楽尾たんぽぽクラブ 総社東公会堂 ひまわり市民学級 広野公民館

にこにこクラブ 院庄公民館 ゆりかご会 大崎公民館

つくしクラブ 佐良山公民館 ほほえみ会 河辺公民館

ちびっこ学級 田邑公民館

市でも
支援

してい
ます
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市・県民税と所得税などの申告は ２月16日㈭～３月15日㈬に
 課税課市民税係（市役所２階３番窓口）☎32-2015

平成29年度　申告相談日程・会場
混雑を避けるため、できるだけ地区ごとの日程・会場で申告してください。　※本庁では、期間中すべての日曜日に申告相談を受け付けます

津山地区・市内全域 勝北地区・加茂地区・阿波地区 久米地区
【受付時間】　午前9：00～午後4：00 【受付時間】　午前9：00～午後4：00 【受付時間】　午前9：00～午後4：00

対象 会場 対象 会場 対象 会場
２月16日 ㈭ 城東・城南・中央 市役所２階

大会議室

勝
北
地
区

大吉・大岩 勝北保健
福祉センター

久
米
地
区

坪井下 久米支所
会議室　　17日 ㈮ 鶴城・城北・城西

（小田中を除く） 市場・奥津川 中北上・坪井上

　　18日 ㈯ 休 休 休
　　19日 ㈰ ＜市内全域＞

市役所２階
大会議室

休 休

　　20日 ㈪ 志戸部・勝部・
籾保 西中・西下

勝北保健
福祉センター

宮部上・宮部下

久米支所
会議室

　　21日 ㈫ 紫保井・大田・
沼・弥生町 新野東・西上 中北下・神代

　　22日 ㈬ 川崎・野介代・
福岡 新野山形 南方中・一色

　　23日 ㈭ 北園町・山北 上村・中村・上野田 久米川南
　　24日 ㈮ 総社・小原 安井・坂上 領家・宮尾
　　25日 ㈯ 休 休 休
　　26日 ㈰ ＜市内全域＞

市役所２階
大会議室

休 休

　　27日 ㈪ 二宮・院庄 日本原・杉宮・
原・下野田

勝北保健
福祉センター 戸脇・桑下

久米支所
会議室

　　28日 ㈫ 小田中・上河原

加
茂
地
区

上加茂地区

加茂町公民館

八社・福田下・
桑上

 ３月１日 ㈬ 高倉・河辺 新加茂地区 里公文・里公文上

 　　２日 ㈭ 佐良山・福南 西加茂地区 油木上・油木下・
油木北

　 　３日 ㈮ 一宮・高田 東加茂地区
　 　４日 ㈯ 休 休
　 　５日 ㈰ ＜市内全域＞

市役所２階
大会議室

休
　 　６日 ㈪ 林田・田邑 ＜加茂地区全域＞

加茂町公民館　 　７日 ㈫ 神庭・成名・高野・
滝尾・広野・大崎 ＜加茂地区全域＞

　 　８日 ㈬ ＜市内全域＞
　 　９日 ㈭ ＜市内全域＞ 阿

波地区
＜阿波全域＞ 阿波出張所

会議室　   10日 ㈮ ＜市内全域＞ ＜阿波全域＞
　   11日 ㈯ 休 ※ 該当する日に都合が悪い場合は、別の日に申告していただい

ても構いません。会場は混雑が予想されますので、なるべく
該当する日にお越しください
※土曜日の申告相談は、すべての地区で休みです

　   12日 ㈰ ＜市内全域＞
市役所２階
大会議室

　   13日 ㈪ ＜市内全域＞
　   14日 ㈫ ＜市内全域＞
　   15日 ㈬ ＜市内全域＞

インターネットを利用して
確定申告書を作ることができます
　国税庁のホームページから、インターネット
上で確定申告書を作ることができます。
　ぜひ、一度やってみませんか。
国税庁ホームページ　https://www.nta.go.jp/
電子申告（e-Tax）ホームページ
　http://www.e-tax.nta.go.jp/

　市・県民税と所得税の申告は、平成29年度の市・県民税の計算や、平成28年中の所得税の精算をするため
の大切な手続きです。給与所得者でも、その他の所得がある人や各種控除を受けようとする人は申告を行う必
要があります。

　平成29年度市・県民税申告と平成28年分所得税確定申告には、個人番号の記載と提示が必要になります。
本人確認書類として、下記の①～③のいずれかを持参ください。
① 個人番号カード（マイナンバーカード）
② 個人番号通知カードと運転免許証やパスポートなどの顔写真付きの身分証明書
③ 個人番号が記載された住民票の写しと運転免許証やパスポートなどの顔写真付きの身分証明書
※詳しくは、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp/）をご覧ください

今年から申告に必要なもの

市・県民税の申告 所得税及び復興特別所得税の申告

申
告
が
必
要
な
人

■ 営業や農業などの事業を営んでいる人、または地
代・家賃・配当・不動産の売却、個人年金、報酬
などの所得がある人で、所得税が掛からない人
■ 給与所得者（サラリーマンなど）で、給与支払報告
書（源泉徴収票）が市役所へ提出されない人
■ 医療費控除や障害者控除などの控除を受けようと
する人
※ 所得税の確定申告書を提出した人は、市・県民税
の申告書を提出したと見なされるので、改めて
市・県民税の申告をする必要はありません
※ 申告が必要な所得を申告しなかった場合、年度の
途中から税額が掛かったり、増税になったりする
可能性があります

■ 所得の合計額が所得控除の合計額を超える人で、
　次のいずれかに当てはまる人
• 商業・工業・医業・農業などを営んでいる
• 地代・家賃・配当・不動産の売却などの所得があ
る
■ 給与所得者（サラリーマンなど）で、次のいずれか
に当てはまる人
• 給与などの収入金額が2,000万円を超える
• 年末調整済みの給与以外の所得が20万円を超え
る
• ２カ所以上から給与を受けている
■ 所得税の還付を受けようとする人

会
場

会場と申告相談日は、地域によって異なります。
６ページの申告相談日程表を確認ください。

津山税務署
※期間中の土・日曜日・祝日は休み
※所得税の還付申告も受け付けています

 課税課（市役所２階３番窓口）☎32-2015 津山税務署（田町）☎22-3147

対象 平成28年中（平成28年１月１日～12月31日）の所得

■ 印鑑
■  個人番号カード（マイナンバーカード）、または、個人番号（マイナンバー）が確認できる書類と身分証明書
収入と経費が分かる資料
■ 給与所得または年金所得のある人…給与、公的年金の源泉徴収票
■ 事業所得（営業、農業など）や不動産所得がある人…収入金額と必要経費をまとめたもの
■ その他所得（一時所得、雑所得〈個人年金、報酬など〉、配当所得など）がある人…その支払調書など
各種控除を受けるための資料
■ 医療費控除…支払った医療費の領収書、保険金などで補てんされた金額が分かるもの
■ 社会保険料や生命保険料、地震保険料などの控除…支払った保険料の証明書や領収書
■ 寄附金控除…領収書、証明書
■ 障害者控除…障害者手帳などの証明書
※ 事業所得（営業、農業など）がある人や医療費控除を受ける人は、必ず事前に領収書などを整理、計算して
会場へお越しください

申告に必要なもの

　申告期間中は、会場が大変混雑します。混雑を解消す
るために、次の人は、税務署での申告をお願いします。
◆青色申告をする人
◆雑損控除を申告する人
◆株式譲渡所得・配当所得・先物取引所得がある人、損
　失の繰り越しをする人
◆土地・建物の譲渡所得のある人
◆住宅ローン控除を初めて申告する人

申告をする人へのお願い

2017.2 6
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n 　市職員の給与と定員管理などの状況を市民の皆さんにより理解していただくため、平成28年４月１日現在

の状況をお知らせします。

市職員の給与や職員数などの　　　　　　　  　　　　　状況をお知らせします　　　
 人事課☎32-2043

１．人件費（平成27年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（平成27年度末） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ）

103,150人 46,877,971千円 2,250,121千円 7,358,639千円 15.7%
※歳出に対する人件費（市長などの特別職を含む）の割合です
２．職員給与費（平成27年度普通会計決算）
職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり給与費
（Ｂ/Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

747人 2,951,128千円 502,836千円 1,110,913千円 4,564,877千円 6,111千円
※職員手当には退職手当を含みません
※職員数は、平成27年４月１日現在の人数です
３．ラスパイレス指数の状況 （各年４月１日現在）

区分 津山市 全国市平均 区分 津山市 全国市平均
平成23年度 101.8 98.8 平成26年度  99.9 98.6
平成24年度 108.5（100.3） 106.9（98.8） 平成27年度  99.8 98.7
平成25年度 108.4（100.2） 106.6（98.5） 平成28年度 100.1 99.1

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です
　（　）の値は、国家公務員における給与改定特例法による減額措置がないとした場合の値です
４．職員の平均年齢、平均給料月額 （平成28年４月１日現在）

区分 一般行政職 教育職
平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

津山市 43.2歳 333,600円 40.8歳 312,616円
国 43.6歳 331,816円 － －

５．初任給 （平成28年４月１日現在）

区分 一般行政職 教育職
大卒 高卒 大卒

津山市 178,200円 146,100円 178,200円
国 178,200円 146,100円 － ※初任給は国と同じ

６．職員手当
（1）期末手当・勤勉手当
（平成28年12月１日現在）
手当名 月数
期末手当 2.6月分
勤勉手当 1.7月分

※期末・勤勉手当は国と同じ

（2）退職手当 （平成28年４月１日現在）
区分 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分  34.5825月分
勤続35年 41.325月分    49.59月分
最高限度額  49.59月分    49.59月分

※退職手当は国と同じ（定年前早期退職特例あり）
（3）その他手当 （平成28年12月１日現在）

手当名 内容など
地域手当 支給率：岡山市在勤者３％　東京都特別区在勤者20％
扶養手当 配偶者、子どもなどの区分により扶養親族１人につき6,500円～13,000円
住居手当 借家の金額により上限27,000円
通勤手当 距離や通勤用具の区分により5,300円～55,000円

時間外勤務手当 支給割合　125/100～160/100
特殊勤務手当 滞納整理業務手当、廃棄物処理業務手当、保健指導業務手当など13種類

７．特別職の報酬など （平成28年12月１日現在）
区分 給料月額など 期末手当など

給料 市長 833,000円（15％減額後の額） 4.3月分副市長 702,000円（10％減額後の額）

報酬
議長 555,000円

3.6月分副議長 515,000円
議員 465,000円

退職手当
市長 （算定方式）

月額給料×在職月数×0.53×0.75
月額給料×在職月数×0.35×0.9

（支給時期）
任期満了または退職時
任期満了または退職時副市長

※退職手当の算定方式は、特例条例適用後のものです

８．職員数の状況 （各年４月１日現在）
区分

部門
職員数 対前年

増減数平成27年 平成28年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 9人 9人 0人
総務 166人 167人 1人
税務 55人 55人 0人
民生 119人 93人 △26人
衛生 83人 74人 △9人
労働 6人 7人 1人
農林水産 60人 61人 1人
商工 30人 31人 1人
土木 91人 94人 3人
計 619人 591人 △28人

教育部門 128人 150人 22人
小計 747人 741人 △6人

公
営
企
業

会
計
な
ど

水道 36人 36人 0人
下水道 22人 22人 0人
その他 41人 41人 0人

小計 99人 99人 0人

合計 846人
［1,080］

840人
［1,080］ △6人

※職員数は、各年の地方公共団体定員管理調査で報告した一般職に属する職員数です
※［　］内は、条例定数の合計です

９．職員数の推移（定員適正化計画） （各年４月１日現在）

区分 平成16年
（計画始期）

平成21年
（５年目）

平成22年
（６年目）

平成23年
（７年目）

平成24年
（８年目）

平成25年
（９年目）

平成26年
（10年目）

平成27年
（11年目）

平成28年
（12年目） 計

職員数 1,036人 923人 903人 892人 881人 868人 852人 840人 834人
増減 △113人 △20人 △11人 △11人 △13人 △16人 △12人 △6人 △202人

※職員数は、一般職に属する職員で、教育長と任期付職員を除き、一部事務組合等への派遣職員を含みます
※計画期間は、平成17年～30年の14年間です
※ 増減は、各年の欄には対前年比の職員増減数を、計の欄には計画５年目以降現年までの職員増減数の累計を記載してい
ます

10．職員の分限および懲戒処分の状況（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
（1）分限処分の状況　　　　　　　　　　　　　　　  （2）懲戒処分の状況

区分 降任 免職 休職 降級 計 区分 戒告 減給 停職 免職 計
被処分者数 ０人 ０人 10人 ０人 10人 被処分者数 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
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農業委員 農地利用最適化推進委員
募集人数 19人 35人
報酬 月額35,000円 月額35,000円

対象
農業に関する見識を有し、農業委員会の職務
を適切に行うことができる人
（市内在住の有無不問）

農地などの利用の最適化の推進に熱意と見識
を有し、担当地区で活動できる人
（市内在住の有無不問）

任期 平成29年７月20日～平成32年７月19日（３年間）

業務内容
（主なもの）

農地の権利移動に関する許可および農地転用
などの審議

担当地区における農地パトロールや農地の集
積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消な
ど

応募方法 農業振興課および各支所・出張所に備え付けの応募用紙または推薦用紙（いずれも市ホー
ムページから印刷可）に記入し、持参または郵送する

応募期間 ２月１日㈬～28日㈫（必着）
※農業委員と農地利用最適化推進委員の両方に応募または推薦することは可能ですが、兼務はできません
※ 応募資格や選考方法など、詳しくは農業振興課および各支所・出張所に備え付けの応募要項または市ホーム
ページをご覧いただくか、お問い合わせください

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します
 〒708-8501津山市山北520農業委員会事務局（農業振興課内：市役所４階）☎32-2159

　農業委員会等に関する法律の改正により、これまで選挙などによって選出されていた農業委員が、市長の任
命制になるとともに、農業委員会の委嘱による農地利用最適化推進委員を設置することになりました。
　現委員の任期満了に伴い新体制に移行するため、新たに農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します。

鉄道遺産等を活用したまちづくりへの寄付募集
 〒708-8501津山市山北520観光振興課（市役所４階）☎32-2082、 32-2154、

kankou@city.tsuyama.lg.jp

　市では、個人や企業の皆さんから「津山市鉄道遺産等を活用したまちづくり基金」への寄付を募集しています。

　旧津山扇形機関車庫や木造駅舎、転車台、静態保存車両など、鉄道に関する観光資源を活用した官民協働に
よる観光まちづくりを推進するため、平成28年12月に創設した
基金のことです。
　この基金を活用して、市民活動団体や企業など、さまざまな団
体が取り組む鉄道遺産などを活用したプロジェクトを補助し、地
域の活性化や住民による観光まちづくりの意識の向上、郷土愛の
醸成につなげていきます。

　申込書を提出いただいた後、郵便振替用紙または納付書を自宅に郵送します。
申 込方法　観光振興課に備え付けの申込書（市ホームページから印刷可）に必要事項を記入し、郵送、ファク
ス、Ｅメールまたは窓口で直接申し込む
納 付方法　郵送で届く郵便振替用紙または納付書で納付する、もしくは市指定銀行口座へ直接振り込む
寄付額　１口3,000円～
※振込手数料は寄付金額に含みません
※ 入金確認後、寄付金の受領証明書を発行します

　寄付をしていただくと、所得税や法人税の確定申告（市・県民税の申告を含む）の際に寄附金控除の対象と
なります。
個人の場合　寄附金控除として、一定の計算方式による金額が所得税や市・県民税から差し引かれます
企業の場合　寄付金として支払った金額が、損金に算入されます

旧津山扇形機関車庫旧津山扇形機関車庫

津山圏域１市５町で協定を締結しました
 地域創生戦略室☎32-7001

　津山市と圏域５町（鏡野町、勝央町、奈義町、久米南町、美咲町）は、１月に津山圏域定住自立圏の形成に
関する協定を締結しました。
　定住自立圏とは、一定の都市機能を集積するまちが中心市となり、経済、社会、文化、住民生活で密接な関
係を持つ近隣の市町村と形成するもので、それぞれのまちの魅力や特徴を生かして連携・協力し、圏域内に住
む住民の生活に必要な都市基盤やサービス機能の確保を図り、圏域全体の暮らしを支えて魅力を向上すること
で、人口減少に歯止めをかけることを目的とした取り組みです。
　今後、定住自立圏による次の連携を通じて、住民の皆さんが暮らしやすい、住みやすいと感じる、魅力ある
圏域づくりを進め、人口流出を食い止めるダムの役割を果たしていきます。
連携分野・内容
医療　健康増進事業の推進
福祉　子育て支援の充実、高齢者支援体制の推進、障害者（児）支援体制の推進
教育　特別支援教育の支援体制の充実、不登校児童・生徒の支援の推進
産 業振興・雇用　圏域内企業への連携支援、若者をはじめとした地域内
就業の促進、圏域観光や圏域農業の振興、美作材需要拡大の促進、有
害鳥獣被害防止対策
防災　圏域防災力の強化
環境　環境保全活動の推進
地域公共交通　圏域公共交通ネットワークの充実
道路などの交通インフラ　圏域をつなぐ道路ネットワークの形成
地域内外の住民との交流・移住促進　圏域内への移住定住の促進
そ の他　行政が公開する情報のオープンデータ化の推進、市町職員研修
の共同実施

久米南町久米南町

美咲町美咲町

鏡野町鏡野町

津山市津山市 奈義町奈義町

勝央町勝央町

久米南町

美咲町

鏡野町

津山市 奈義町

勝央町

　次の市有財産の売り払いを行います。

市有地の売り払い
 財政課（市役所６階）☎32-2122

所在地
種別
（地目）

地積
（公簿）

最低売払価格
（予定）

八出607番２ 土地（宅地）841.31㎡ 5,921,080円
入札　とき　２月23日㈭午前10時～
　　　申込期間　２月６日㈪～17日㈮
　　　入札方法　一般競争入札
現地説明会　とき　２月６日㈪午前10時～11時

福岡
保育園

東横山児童
遊園地

主
要
地
方
道

主
要
地
方
道
津
山
柵
原
線

津
山
柵
原
線

主
要
地
方
道
津
山
柵
原
線

対象物件

選挙管理委員会委員長と
職務代理者が決定

 選挙管理委員会☎32-2143

　津山市選挙管理委員会委員の改選に伴い、
内田晶二さんが委員長に選任されました。ま
た、有木高志さんが委員長職務代理者に指定
されました。

任 期　平成28年12月26日～平成32年12月
25日

内田晶二さん（堀坂） 有木高志さん（東田辺）

津山圏域定住自立圏を
形成する１市５町
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総合事業の説明会を開催します
日時 場所

２月20日㈪
午前10時～11時30分 久米公民館（中北下）
午後２時～３時30分 津山東公民館（川崎）

２月21日㈫ 午後２時～３時30分 勝北公民館（新野東）

２月23日㈭
午前10時～11時30分 阿波公民館（阿波）
午後２時～３時30分 加茂町公民館（加茂町塔中）

３月５日㈰
午前10時～11時30分

津山市総合福祉会館
午後１時30分～３時

※各会場で席に限りがあります。ご了承ください

津山市の「介護予防・ 日常生活支援総合事業」が始まります
 高齢介護課（市役所１階11番窓口）☎32-2070

　すべての人が住み慣れた地域で暮らし続けるためには、介護が必要な人を地域全体で支える環境をつくり、
また、自身も要介護状態にならないよう、健康づくりや介護予防に取り組むことが大切です。そのための仕組
みづくりとして、介護保険制度で「介護予防・日常生活支援総合事業」（以下、総合事業という）が始まり、
市では、介護サービスが必要な人への支援の充実を目指して、平成29年４月から総合事業に取り組みます。

総合事業開始で主に次の点が変わります
変 更点１　要支援１・２の認定を受けている人への介護予
防訪問介護（ヘルパー）と介護予防通所介護（デイサー
ビス）が、総合事業では「訪問型サービス」と「通所型
サービス」へと名称変更し、専門職による生活機能改善
やボランティアによる援助が受けられるようになります

変 更点２　要支援認定を受けていない65歳以上の人も、
基本チェックリスト（※）による確認を行うことで、介護
サービスの利用が必要と判定された場合は、介護予防・生
活支援サービスを利用することができるようになります

１．総合事業のサービスとは
　次の２つの事業によりサービスを提供します。
①介護予防・生活支援サービス　訪問型サービスと通所型サービス
② 一般介護予防事業　筋力向上、閉じこもり予防、認知症予防などを目的とした「めざせ元気!! こけないか
らだ講座」が利用可能

２．介護サービス利用の流れ
　各種サービスは次の流れで利用できます。

介護サービスを受けたいと思った時、
まずは、高齢介護課、各支所・出張所担当課または津山市地域包
括支援センターへ相談！

介護が
不要な人

介護が必要に
なる可能性が
高い人

介護が必要な人

要介護認定を申請

非該当

介護サービスの
利用が必要と判定

非該当

基本チェック
リストって何
かしら？

※基本チェックリストとは

　要介護認定を受けていない
が、介護が必要になる可能性
が高いと見込まれる人に対し
て、生活状況や運動機能、口
腔機能などの判定を行うもの
です。

介護支援専門員（ケアマネジャー）またはプラン
ナーが自宅などを訪問し、体の状態や聞き取りを
行い、必要なサービスを決定

使えるサービス
●訪問型サービス
●通所型サービス
●一般介護予防事業
●訪問看護、通所リハビリ
●住宅改修
●福祉用具貸与　など

使えるサービス
●訪問型サービス
●通所型サービス
●一般介護予防事業

使えるサービス
●一般介護予防事業

平成29年４月から

総合事業が
始まって何
が変わるの
ですか？

種類 内容

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

現行型訪問サービス
従来どおり訪問介護員による身体介護、
生活援助サービス

短期集中型訪問サービス
作業療法士や管理栄養士などによる訪
問指導

住民参加型訪問サービス
津山市生活支援サポーターによる簡易
な家事援助サービス

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

現行型通所サービス
従来どおり日常生活上の支援や機能訓
練を行うデイサービス

基準緩和型通所サービス
市独自のサービス基準による日常生活
上の支援や趣味活動などを行うデイサ
ービス

短期集中型通所サービス
短期間での運動機能の向上を目的とし
たデイサービス

①介護予防・生活支援サービス

対象

要支援１・２の認定を受け
ている人、または基本チェ
ックリスト（※P12参照）で
サービスが必要と判断され
た人

種類 内容

めざせ元気!!
こけないからだ講座

町内会を単位
とし、筋力向
上などを目的
とした介護予
防講座

②一般介護予防事業

対象 65歳以上の市民

 基本チェックリスト（※）で介護サ
ービスの要否を確認

要支援１・２に該当

お気軽に
ご参加く
ださい
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高齢者の運転免許の講習制度が変わります
 環境生活課（市役所１階１番窓口）☎32-2056

　平成29年３月12日に改正道路交通法が施行されることに伴い、高齢者講習制度が変更になります。変更点
についてお知らせします。

認知症サポーターになりませんか
 津山市地域包括支援センター（市役所１階）☎23-1004

　認知症について理解を深め、支援する人を増やすため、認知症サポーター養成講座を開催しています。あな
たも講座を受けて認知症サポーターになりませんか。
認知症サポーターとは？
　認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人や
家族を温かく見守り、支援する人のことです。
どんな活動をするのですか？
　自分のできる範囲で活動します。認知症を自分自身の問題と
認識し、学んだ知識を友人や家族に伝えるほか、認知症の人や
その家族の気持ちを理解しようと努めることもサポーターの活
動の一つです。
認知症サポーターになるには？
　認知症サポーター養成講座（約90分）を受講する必要があ
ります。講師はキャラバン・メイト（講座開始のための研修を
終了した人で、保健・福祉の仕事に携わっている人など）で、
テキストやビデオ教材、寸劇などを使って学びます。

使用水量 現行単価 改定後の単価 上昇単価
1㎥～20㎥まで 75円 75円 0円
21㎥～40㎥まで 130円 170円 40円
41㎥～60㎥まで 160円 200円 40円
61㎥～200㎥まで 190円 225円 35円
201㎥以上 245円 245円 0円
※金額はすべて消費税抜き

加茂・阿波地区の水道料金を改定
 環境生活課☎32-2055、水道局業務課☎32-2106

　平成29年４月から、加茂・阿波地区の簡易水道事業を上水道事業に統合することに伴い、水道料金を上水
道料金に統一し、６月請求分から下記のとおり改定します。
加茂・阿波地区の水道料金改定の内容
　⑴基本料金　変更なし（例：口径13㎜の場合、２カ月あたり1,600円）
　⑵従量料金　２カ月分使用水量が21㎥～200㎥の範囲で単価上昇

津山市水道局マスコット
キャラクタープロックちゃん

加
茂
・
阿
波
地
区

以
外
は
料
金
改
定

な
し
だ
よ

認知症サポーター養成講座
対 象　市内に在住・在学・在勤する人を中心に、当日10人以上の参加が
見込まれるグループ（少人数の場合は、ご相談ください）
対 象例　自治会や町内会、老人クラブ、ボランティア団体、ふれあいサ
ロン、企業、事業所、小学校、中学校、高等学校、大学、教職員、Ｐ
ＴＡなど
※趣味の集まりや友人同士のグループなども実施可能
資料代　100円
申込方法　電話または直接申し込む
締め切り　開催希望日の１カ月前（おおよその目安です）
※会場は各グループで確保が必要です

テ
キ
ス
ト
は
子
ど
も
用
と

一
般
用
に
分
か
れ
て
い
て
、

子
ど
も
に
は
劇
な
ど
を
通

し
て
考
え
る
講
座
に
な
っ

て
い
ま
す

受講者には「認知症サポーター」
としてオレンジリン
グをお渡しします

危険な空き家などを取り壊す費用の一部を補助します
 環境生活課（市役所１階１番窓口）☎32-2055

　市では、倒壊などの恐れがある特定空家等やそれになり得る危険空家を認定し、
除却に要する費用の一部を補助します。
対象　特定空家等やそれになり得る危険空家の所有権を有する個人など
要件　平成29年３月中に除却工事が完了すること
対象経費　建築物、工作物、塀、立木などの除却工事費用（一部除却工事を除く）
補助額　除却工事費用の３分の１の額（上限50万円）
※申請方法など、詳しくはお問い合わせください

運転に不安を感じたら…運転免許証を自主返納できます
　自主返納した際に受けることができる制度を紹介します。
おかやま愛♥カード
　バスの運賃が半額、タクシー乗車料金が
１割引きになるなど、県内の協賛店でさま
ざまなサービスを受けることができます。
（ごんごバスは対象外）
※手数料無料

運転経歴証明書
　運転免許証と同じ大きさ
で、身分証明書として使用
できます。
※手数料（1,010円）要

※申請方法など、詳しくは岡山県運転免許センター（岡山市）☎0867-24-2200にお問い合わせください

平成29年３月12日
からスタート！

身分証明書は、
他にも個人番
号カード（交
付手数料初回
無料）もあり
ます

一定の交通違反行為とは
　信号無視、通行禁止違反、指定場所一時不停止
などの交通違反行為です。
　詳しくは、お問い合わせください。

一定の違反行為をしたとき

75
歳
以
上
の
人

一
定
の
交
通
違
反
行
為

臨
時
認
知
機
能
検
査

一定の基準に該当した場合
は２時間の臨時高齢者講習
を受ける

認知症のおそれがあると判
定されると医師の診断を受
けることが必要

運転免許証を更新するとき

75
歳
以
上
の
人

認
知
機
能
検
査

医師の診断を受ける
ことが必要

＋
高齢者講習（３時間）

高齢者講習（３時間）
手数料7,550円

高齢者講習（２時間）
手数料4,650円

70
〜
74
歳
の
人

認知機能低
下のおそれ

認知症のお
それ

認知機能低
下のおそれ
が無い

主な変更点
・ 75歳以上の運転者が一定の交通違反行為をした場
合、臨時の認知機能検査を受けることになります
・ 検査の結果により、２時間の臨時高齢者講習、ま
たは、認知症のおそれがある場合は、医師の診断
が必要になります

主な変更点
・ 75歳以上の運転者は認知機能検査の結果により、受
ける講習の内容などが変わります。また、認知症のお
それがある場合は医師の診断を受ける必要があります
・ 70～74歳の運転者は講習時間が２時間に短縮され
ます

　医師の診断により認知症と判定
された場合、運転免許の取り消し
などの対象となります。

ご理解とご協力
をお願いします

安全運転のためだ
から協力するよ

2017.2 1415 2017.2



　勝北文化センター（新野東）で、住民参加型の
ミュージカル公演が開催されました。
　開演前から長蛇の列ができ、会場が満員の観
客で埋まる中、ピーター・パンの冒険の世界が、
歌やダンスを取り入れた演技で表現されると、
観客たちは夢の世界に吸い込まれている様子で
した。終了後は、出演者たちに、惜しみない拍
手が送られていました。

ミュージカル「ピーター・パンのぼうけん」
夢の世界へ誘われて

　グリーンヒルズ津山内（大田）に建設され、平
成29年１月から開園した、市立みどりの丘保育
所の一般見学会が開園前の12月に行われ、親子
連れなどが訪れました。
　来園した田中佳江さん（山方）は「外は緑に囲
まれ、施設内も広く、子どもたちがのびのびと
生活できそうな感じがして、とても良いですね」
と話してくれました。

市立みどりの丘保育所一般見学会
緑に囲まれた保育所開園

津山街ナリエ2016
輝くまちに賑

にぎ

わう夜

　津山城のルーツとなったと考えられる中世の
山城を実際に登り、津山城築城と城下町につい
て学び、先人の知恵や技術を知る城郭見学会が
行われました。
　参加者たちは、実際に、歩きながら地形や城
郭の構造などを確かめ、当時の戦

いくさ

の攻防につい
て思いを巡らせながら、郷土の文化財の価値を
改めて感じているようでした。

津山城・中世山城医王山（吉見）の城郭見学会
城郭の戦いに思いを馳

は

せ

　中心市街地を盛り上げようと、有志
によるイルミネーションイベント・津
山街ナリエが、12月３日から１月31
日までソシオ一番街と今津屋橋商店街
で開催されました。オープニングイベ
ントに多くの人が訪れ、約５万個のＬ
ＥＤ電球が点灯されると歓声が上がり、
記念撮影をする人などでにぎわいまし
た。

　道の駅「久米の里」で、新鮮な自然薯や青果
物を販売する自然薯まつりが開催され、多くの
人で賑わいました。
　麦とろ飯を味わいに家族で訪れた畑かな江さ
ん（平福）は「久米の里は普段、買物で利用して
いますが、自然薯まつりには初めて来ました。
孫も麦とろ飯を気に入り、美味しくいただきま
した」と話してくれました。

第24回自
じ

然
ね ん

薯
じ ょ

まつり
久米地域の旬を求めて戸田三郎さん（小原）

戸田礼子さん（小原）
梅田玉恵さん（椿高下）

地域の特産品がたくさんあり、
とても良い企画だと思います。
お目当ての野菜が買えて良か
ったです

全体の調和がとれてい
て、とても素晴らしい
演奏だと感じました。
来年も聴きに来たいと
思います

保田眞弓さん、眞実さん、夏実さん（中北上）

11月26日津山市地域交流センター（アルネ・津山４階）

作州津山ふるさと交流物産展
　津山市（勝北・加茂・阿波・久米地区）と奈義町の特産品が
一堂に集まるイベントが開催されました。

12月４日津山文化センター（山下）

第34回津山第九演奏会
　応募により集まった有志約100人がベートーベンの「交
響曲第九番」を歌う演奏会が開催されました。

文部科学大臣表彰（団体）市立西幼稚園ＰＴＡ
日本ＰＴＡ会長表彰（個人）豊田昌稔さん（小原）

　市立西幼稚園ＰＴＡは、父親の積極的な育児
参加を勧める「育メンプロジェクト」や愛育委
員、保健師、栄養士、公民館などと連携し、園
児が育てた野菜で食育を推進するなどの活動が
評価されました。ＰＴＡ会長の甲本邦雄さん（小
田中・写真右）は「小学校に行く前の大切な時期
に、保護者や地域の人、先生などと連携して取
り組むことができ、子どもにとっても良い環境
づくりができました」と話してくれました。
　豊田昌稔さん（写真左）は、小・中学校のＰＴ
Ａ会長、市ＰＴＡ連合会の会長・事務局長、県
ＰＴＡ連合会の副会長として、市だけでなく、
県全体のＰＴＡ活動の活性化に長年にわたり貢
献されたことが評価されました。「ＰＴＡ活動
に進んで参加し、何事も楽しくやろうという気
持ちで活動してきました。自分の力だけではな
く保護者や先生など多くの方々の協力があり、
活動を続けることができました」と話してくれ
ました。

アルネ・津山東広場アルネ・津山東広場

大道芸人チャーリーによる大道芸人チャーリーによる
ステージイベントステージイベント

今津屋橋通り今津屋橋通り

作陽高等学校 吹奏楽部によるパレード作陽高等学校 吹奏楽部によるパレード
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（
お
知
ら
せ
、
募
集
）

11 月中のひとの動き

●介護保険料（普通徴収）第９期

●国民健康保険料
（普通徴収）第８期

●後期高齢者医療保険料
（普通徴収）

第８期

（12月１日現在）

（納期限：2月28日㈫）

2月26日㈰  午前9時～午後4時
納税課（市役所2階1番窓口）

日曜納税窓口

 人口 103,033人 （前月比△22）
 男 49,253人 （同△2）
 女 53,780人 （同△20）
 世帯 44,883世帯 （同△2）

 転入 186人 転出 158人
 出生 66人 死亡 116人

2 月 の 納 税

お
知
ら
せ

子
育
て
相
談
窓
口

と
き　

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５
時
（
祝
日
除
く
）

と
こ
ろ　

津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　

児
童
虐
待
、
非
行
、

い
じ
め
、
不
登
校
、
障
害
な
ど

問
こ
ど
も
子
育
て
相
談
室
☎
32
‐

７
０
２
７

司
法
書
士
・
税
理
士
・
土
地

家
屋
調
査
士 

無
料
相
談
会

と
き　

２
月
11
日
㈷
午
後
１
時
〜

４
時
30
分

と
こ
ろ　

県
立
図
書
館（
岡
山
市
）

内
容　

セ
ミ
ナ
ー
、
無
料
相
談
会

問
岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
澤
田
さ
ん
）
☎
０
８
６
‐
４

８
２
‐
０
６
６
７

空
き
家
所
有
者
の
た
め
の
相
談
会

と
き　

２
月
14
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
（
ア
ル
ネ
・

津
山
４
階
）

内
容　

相
続
、
修
繕
、
解
体
な
ど

応
談
者　

司
法
書
士
、
建
築
士

問
環
境
生
活
課
☎
32
‐
２
０
５
５

そ
の
他
の
相
談
は
、
26
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す

津
山
市
遺
児
激
励
金

対
象　

生
活
保
護
受
給
世
帯
ま
た

は
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
遺
児

支
給
内
容
・
要
件　

保
護
者
死
亡

見
舞
金
＝
義
務
教
育
諸
学
校
在

学
中
に
遺
児
に
な
っ
た
時
、
卒

業
激
励
金
＝
遺
児
が
中
学
校

（
中
学
部
含
む
）を
卒
業
す
る
時

支
給
額　

一
人
に
つ
き
１
万
円

申
請
方
法　

こ
ど
も
課
（
津
山
す

こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
）

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記
入

し
、
直
接
申
し
込
む

締
め
切
り　

２
月
28
日
㈫

問
こ
ど
も
課
☎
32
‐
２
０
６
５

個
人
設
置
の
農
作
物
鳥
獣
害

防
護
柵
補
助

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に

よ
る
被
害
か
ら
田
畑
の
農
作
物
を

守
る
た
め
の
防
護
柵
設
置
に
対
し

補
助
し
ま
す
。

対
象　

個
人
で
新
た
に
50
ｍ
以
上

の
鳥
獣
害
防
護
柵
を
設
置
す
る

農
業
者
な
ど

補
助
率　

資
材
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
10
万
円
）

申
請
期
間　

２
月
１
日
㈬
〜
３
月

31
日
㈮

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
森
林
課
（
市
役
所
４
階
）
☎
32

‐
２
０
７
８
、
各
支
所
・
出
張

所
担
当
課

交
通
事
故
な
ど
が
原
因
の
治
療
は

届
け
出
が
必
要
で
す

交
通
事
故
な
ど
本
人
以
外
の
行

為
に
よ
っ
て
治
療
を
受
け
た
場
合
、

そ
の
治
療
費
は
加
害
者
と
被
害
者

が
過
失
割
合
に
応
じ
て
負
担
し
ま

す
。
や
む
を
得
ず
健
康
保
険
証
を

使
っ
て
治
療
を
受
け
た
場
合
、
必

ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

例　

相
手
方
の
あ
る
交
通
事
故
、

け
ん
か
な
ど
に
よ
る
け
が
、
飲

食
店
で
の
食
中
毒
な
ど

届
け
出
先　

国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
＝

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
８
・

９
番
窓
口
）
ま
た
は
各
支
所
・

出
張
所
担
当
課
、
そ
の
他
の
健

康
保
険
＝
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険

持
っ
て
く
る
も
の　

健
康
保
険
証
、

印
鑑
、
交
通
事
故
証
明
書

問
保
険
年
金
課
☎
32
‐
２
０
７
１

農
振
農
用
地
か
ら
の
除
外
申
出

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
な

ど
を
転
用
し
、
農
業
以
外
の
目
的

で
使
用
す
る
場
合
、
事
前
に
農
振

農
用
地
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必

要
で
す
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈬
〜
28
日

㈫
問
農
業
振
興
課
（
市
役
所
４
階
）

☎
32
‐
２
０
７
９

青
空
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
中
止

次
の
日
程
の
青
空
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
を
中
止
し
ま
す
。

と
き　

２
月
11
日
㈷

と
こ
ろ　

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
津
山

店
（
高
野
本
郷
）

問
環
境
事
業
課
３
Ｒ
推
進
係

　

☎
32
‐
２
２
０
３

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
で

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

支
払
い
の
手
間
が
省
け
る
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
ま
た
、
保
険
料

の
前
納
や
早
割
制
度
を
利
用
す
る

と
、
保
険
料
の
割
り
引
き
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

申
込
方
法　

保
険
年
金
課
（
市
役

所
１
階
７
番
窓
口
）
ま
た
は
津

山
年
金
事
務
所
（
田
町
）
に
備

え
付
け
の
口
座
振
替
申
出
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
金
融
機

関
届
出
印
を
押
印
し
て
直
接
提

出
す
る

※
口
座
振
替
に
よ
る
保
険
料
の
前

納
（
２
年
分
・
１
年
分
・
６
カ

月
分
：
４
月
末
振
り
替
え
）
の

申
込
締
切
は
２
月
28
日
㈫

問
保
険
年
金
課
☎
32
‐
２
０
７
２

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

四し

島ま

の
未
来　

心
か
よ
わ
せ　

返

還
へ北

方
四
島
の
早
期
返
還
を
実
現

す
る
た
め
、
返
還
運
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
県
民
会
議
事
務
局
（
県
公
聴

広
報
課
内
：
岡
山
市
）
☎
０
８

６
‐
２
２
６
‐
７
１
５
８

募　
　

集

北
部
高
等
技
術
専
門
校 

訓
練
生

■
電
気
設
備
科
20
人
、
木
造
建
築

科
10
人
、
木
工
科
20
人

訓
練
期
間　

４
月
〜
平
成
30
年
３

月
■
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
10
人
、
Ｏ
Ａ

事
務
科
20
人
、
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

科
20
人

訓
練
期
間　

４
月
〜
９
月

共
通
項
目

募
集
期
間　

１
月
16
日
㈪
〜
３
月

３
日
㈮

試
験
日　

３
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭

受
講
料　

無
料（
教
材
費
別
途
要
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
北
部
高
等
技
術
専
門
校（
川
崎
）

　

☎
26
‐
１
１
２
５

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

津
山
市
と
そ
の
周
辺
に
住
む
外

国
人
に
、
日
本
語
の
学
習
を
支
援

す
る
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

と
き　

①
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時

〜
11
時
②
毎
週
木
曜
日
午
前
10

時
15
分
〜
11
時
15
分

と
こ
ろ　

①
津
山
市
総
合
福
祉
会

館
②
さ
ん
・
さ
ん
（
ア
ル
ネ
・

津
山
５
階
）

※
外
国
語
を
話

せ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
津
山
に
ほ
ん
ご
の
会
事
務
局

　
（
協
働
推
進
室
内
：
市
役
所
３

階
）
☎
32
‐
２
０
３
２

そ
の
他
の
相
談
は
、
26
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す

軽自動車税 申告のお願い

　軽自動車税は毎年４月１日現在の所有者
に課税されます。車両の廃車や譲渡をして
いても、名義変更などの変更手続きを行わ
ないと、登録上の所有者に課税されます。
　所有者が市外に転出したり、車両を廃車
したりする場合は、３月31日㈮までに必
ず手続きを行ってください。
　また、乗用装置（座席）付きのトラク
ターやコンバイン、田植え機なども軽自動
車税の課税対象であり、道路を走行しない
場合であっても、ナンバープレートを取得
する必要があります。
　次のような場合も、３月31日㈮までに
必ず手続きを行ってください。
手 続きが必要な例　農耕車などの新規購入、
譲渡、廃棄など
車 種・問い合わせ先　原動機付自転車
（125cc以下）・農耕車などの小型特殊
自動車＝税制課☎32-2017、各支所・出
張所担当課、軽二輪車、二輪小型自動車
＝中国運輸局岡山運輸支局（岡山市）☎
050-5540-2072、軽自動車＝軽自動車
検査協会岡山事務所（岡山市）☎050-
3816-3084
 税制課（市役所２階２番窓口）
　☎32-2017

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。
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◇２月のこんにちは市役所さんの放送はありません
◆情報ホットライン：毎時57分～00分

※放送日時は変更になる場合があります

（
募
集
）

（
募
集
）

津
山
市
男
女
共
同
参
画

ま
ち
づ
く
り
審
議
会 

委
員

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
人
①
市
内
在
住
②
平
成

29
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
〜

70
歳
③
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
心
が
あ
る
④
平
日
に
開
催

す
る
審
議
会
に
出
席
可
能

募
集
人
員　

２
人
以
内

任
期　

委
嘱
日
〜
平
成
31
年
３
月

31
日

報
酬　

日
額
７
１
０
０
円
（
審
議

会
は
年
２
回
程
度
開
催
予
定
）

応
募
方
法　

任
意
の
様
式
に
①
住

所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
生

年
月
日
④
性
別
⑤
電
話
番
号
⑥

職
業
ま
た
は
勤
務
先
（
学
生
の

場
合
は
学
校
名
）⑦
小
論
文「
私

が
考
え
る
男
女
共
同
参
画
」（
４

０
０
〜
８
０
０
字
程
度
、
様
式

は
自
由
）
を
記
載
し
、
郵
送
ま

た
は
直
接
提
出
す
る

締
め
切
り　

３
月
３
日
㈮

問
〒
７
０
８
‐
８
５
２
０
津
山
市

新
魚
町
17
津
山
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」（
ア

ル
ネ
・
津
山
５
階
）
☎
31
‐
２

５
３
３

予
備
自
衛
官
補
、
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格　

予
備
自
衛
官
補
（
一

般
）＝
日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
〜
33
歳
、
予
備
自
衛
官
補

（
技
能
）＝
日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
で
指
定
す
る
国
家
資

格
を
有
す
る
人
、
自
衛
官
候
補

生（
男
子
）＝
18
歳
〜
26
歳

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津

山
出
張
所
（
山
下
）
☎
22
‐
５

６
３
７

国
の
教
育
ロ
ー
ン

融
資
額　

学
生
や
生
徒
一
人
に
つ

き
３
５
０
万
円
ま
で

利
率　

年
１
・
８
１
％
（
平
成
28

年
11
月
10
日
現
在
）

返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
な
ど
に
は
金
利
や
返

済
期
間
の
優
遇
あ
り

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
日
本
政
策
金
融
公
庫
津
山
支
店

（
山
下
）
☎
22
‐
６
１
３
５

津
山
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る

方
針
な
ど
を
示
す
基
本
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
す
る
人

応
募
方
法　

環
境
事
業
課
（
市
役

所
４
階
）
に
備
え
付
け
の
様
式

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

可
）
に
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接

提
出
す
る

実
施
期
間　

１
月
30
日
㈪
〜
２
月

28
日
㈫
（
必
着
）

問
〒
７
０
８
‐
８
５
０
１
津
山
市

山
北
５
２
０
環
境
事
業
課
☎
22

‐
８
２
５
５
、

32
‐
２
０
９

３
、

gom
izero@

city.tsu
yam

a.lg.jp

芸
術
文
化
祭
２
０
１
６ 
参
加
者

と
き　

２
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
（
５
日
は

午
後
５
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

津
山
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ア
ル
ネ
・
津
山
４
階
）

内
容　

芸
術
作
品
展
、
華
道
展
、

お
茶
席
、
榕よ

う

菴あ
ん

珈
琲
試
飲
・

販
売
、
朗
読

演
奏
会
（
４

日
の
み
）、

ス
テ
ー
ジ
発
表
（
５
日
の
み
）

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

内
容
・
と
き　

染
織
布
で
カ
ー
ド

ケ
ー
ス
作
り
＝
２
月
４
日
㈯
午

後
１
時
〜
３
時
、
ク
レ
イ
ア
ー

ト
で
作
ろ
う
＝
２
月
５
日
㈰
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

①
１
５
０
０
円
②
５
０

０
円

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

問
文
化
課（
市
役
所
東
庁
舎
３
階
）

☎
32
‐
２
１
２
１

星
を
観
る
会
２
０
１
７ 

参
加
者

と
き　

２
月
11
日
㈷
午
後
６
時
〜

８
時
15
分

と
こ
ろ　

加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

エ
ス
ぺ
リ
ア
（
加
茂
町
塔
中
）

参
加
費　

高
校
生
以
上
＝
５
百
円
、

小
学
生
〜
中
学
生
＝
３
百
円
、

未
就
学
児
＝
無
料

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
42
‐

７
０
３
１

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者

と
き　

２
月
12
日
㈰
午
前
11
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　

ウ
ッ
デ
ィ

ハ
ウ
ス
加
茂
（
加

茂
町
中
原
）

参
加
資
格　

20
歳
〜
45
歳
の
独
身

者
で
、
男
性
＝
津
山
圏
域
（
真

庭
市
、
美
作
市
含
む
）
に
在
住

の
人
、
女
性
＝
居
住
制
限
無
し

定
員　

各
15
人

参
加
費　

男
性
＝
３
５
０
０
円
、

女
性
＝
２
０
０
０
円

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
市
都
市
整
備
公
社
☎
32
‐

２
１
２
７

グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス 

鉄
棒
苦
手
克
服

教
室 

受
講
者

と
き　

２
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時
45
分

と
こ
ろ　

グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス（
大
田
）

対
象　

小
学
１
年
生
〜
４
年
生

定
員　

15
人

参
加
費　

１
千
円

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
☎
27
‐
７
１
４

０

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
in

城
西
浪ろ

漫ま
ん

館 

参
加
者

と
き　

２
月
26
日
㈰
午
前
11
時
〜

午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

城
西
浪
漫
館
（
田
町
）

参
加
資
格　

20
歳
〜
49
歳
の
独
身

者
で
、
男
性
＝
津
山
市
ま
た
は

周
辺
地
域
に
在
住
・
通
勤
す
る

人
、
女
性
＝
県
内
在
住
の
人

定
員　

各
15
人

参
加
費　

男
性
＝
３
５
０
０
円
、

女
性
＝
２
５
０
０
円

締
め
切
り　

２
月
15
日
㈬

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
城
西
浪
漫
館
☎
22
‐
８
６
８
８

ひ
な
祭
り
子
ど
も
茶
会 

参
加
者

と
き　

２
月
25
日
㈯
午
前
10
時
45

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

勝
北
公
民
館（
新
野
東
）

参
加
費　

５
百
円
（
２
席
）

問
勝
北
公
民
館
☎
36
‐
２
１
０
１

母
子
家
庭
新
入
学
児
童
お
祝
い
会

参
加
者

と
き　

３
月
５
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

対
象　

市
内
在
住
で
、
平
成
29
年

度
に
小
学
校
に
入
学
す
る
子
を

持
つ
母
子
家
庭

申
込
方
法　

母
子
会
地
区
役
員
ま

た
は
こ
ど
も
課
に
直
接
申
し
込

む
締
め
切
り　

２
月
20
日
㈪

問
こ
ど
も
課
☎
32
‐
２
０
６
５

エ
ス
ぺ
リ
ア
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー

コ
ン
サ
ー
ト 

出
演
者

と
き　

３
月
５
日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

エ
ス
ぺ
リ
ア

定
員　

60
枠

演
奏
時
間　

一
枠

５
分
以
内

参
加
費　

一
人
５
百
円

締
め
切
り　

２
月
７
日
㈫

問
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
42
‐

７
０
３
１

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
研
修 

参
加
者

と
き　

３
月
25
日
㈯
〜
４
月
５
日

㈬
の
う
ち
、
９
〜
11
日
間

と
こ
ろ　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ネ
パ
ー
ル

締
め
切
り　

２
月
３
日
㈮

※
参
加
費
や
研
修
内
容
は
コ
ー
ス

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
東
京

都
）
☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９

７
２
１

津山男女共同参画センター「さん・さん」
セミナーと「おんな・おとこ塾」

①傷つけ合う家族　～ＤＶ・虐待を乗り越えて～
とき　２月25日㈯午後１時30分～３時30分
講師　藤木美奈子さん（Ｗ

ワ

ＡＮ
ナ

Ａ関西代表理事）
②津山の若手経営者による起業・子育て座談会
　～じぶんでデザインする はたらくとくらし～
とき　３月５日㈰午後１時30分～３時30分
講 師　石井香里さん（有限会社アクティ代表取締役）、
丸尾宜史さん（レプタイル株式会社代表取締役）、日
笠佳絵さん（カエルラボ主宰）

共通項目
ところ　さん・さん　定員　各回40人（先着順）
申 込方法　氏名、電話番号、託児の要・不要を、電話、
ファクス、Ｅメールまたは直接伝えるか、市ホーム
ページから申し込む
託児申込の締切　①２月19日㈰ ②２月26日㈰

 さん・さん☎31-2533、 31-2534、
　 sun-sun@city.tsuyama.lg.jp

岡山県最低賃金・特定最低賃金（時間額）
岡山県最低賃金　757円
耐火物製造業　880円
鉄鋼業　896円
一般機械器具製造業　873円
電気機械器具製造業　809円
自動車・同附属品製造業　858円
船舶製造・修理業、舶用機関製造業　890円
各種商品小売業　816円

 岡山労働局賃金室（岡山市）☎086-225-2014

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

2017.2 2021 2017.2



（
イ
ベ
ン
ト
）

（
講
座
・
講
演
会
）

講
座
・
講
演
会

建
国
記
念
の
日
を
祝
う
会

講
演
会

と
き　

２
月
11
日
㈷
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
40
分

と
こ
ろ　

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ

ン
タ
ー
（
山
下
）

演
題　

世
界
に
伝
わ
る
日
本
精
神

と
文
化

講
師　

李
久
惟
さ
ん
（
拓
殖
大
学

客
員
教
授
）

問
日
本
会
議
岡
山
・
津
山
支
部（
山

本
さ
ん
）
☎
24
‐
１
１
２
２

市
立
図
書
館 

回
想
法 

講
演
会

と
き　

２
月
11
日
㈷
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

演
題　

想
い
出
か
た
り
は
元
気
の

も
と

講
師　

鈴
木
正
典
さ
ん
（
出
雲
市

民
病
院
麻
酔
科
部
長
）

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

締
め
切
り　

２
月
９
日
㈭

問
市
立
図
書
館
☎
24
‐
２
９
１
９

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア

と
き　

２
月
17
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
大
田
）

内
容　

介
護
保
険
総
合
事
業
に
関

す
る
説
明
、
介
護
予
防
の
講
演

講
師　

市
高
齢
介
護
課
・
健
康
増

進
課
職
員

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
23
‐
１
０
０
４

落
語
に
よ
る
人
権
啓
発
講
座

と
き　

２
月
18
日
㈯
開
場
午
後
１

時
、
開
演
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
大
谷
）

演
題　

落
語
と
心 

お
勉
強

講
師　

桂
米
裕
さ
ん
（
噺は

な
し

家
）

定
員　

80
人

申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
申
し
込
む

締
め
切
り　

２
月
15
日
㈬

問
人
権
啓
発
課
（
ア
ル
ネ
・
津
山

５
階
）
☎
31
‐
０
０
８
８
、

31
‐
２
５
３
４

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
入
門
講
座

と
き　

３
月
１
日
㈬
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

定
員　

10
人

参
加
費　

５
百
円

申
込
方
法　

①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
を
、
電
話
ま
た
は
直
接

伝
え
、
申
し
込
む

締
め
切
り　

２
月
22
日
㈬

問
中
央
公
民
館
☎
24
‐
５
１
１
１

つ
や
ま
産
業
塾 

市
民
公
開
講
座

と
き　

２
月
25
日
㈯
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

美
作
大
学
（
北
園
町
）

演
題　

写
真
文
化
首
都
「
写
真
の

町
」
東
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
〜

「
が
」
で
な
く
「
も
」
の
ま
ち

づ
く
り
〜

講
師　

松
岡
市
郎
さ
ん
（
北
海
道

東
川
町
長
）

定
員　

１
２
０
人
程
度

締
め
切
り　

２
月
22
日
㈬

問
つ
や
ま
産
業
塾
事
務
局
（
み
ら

い
産
業
課
内
）☎
24
‐
０
７
４
０

新
入
社
員
教
育
講
座

と
き　

４
月
11
日
㈫
・
12
日
㈬
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
２

日
間
の
う
ち
ど
ち
ら
か
を
選
択
）

と
こ
ろ　

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ

ン
タ
ー

対
象　

平
成
29
年
４
月
新
入
社
員

定
員　

各
回
１
０
０
人

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
電
話

応
対
な
ど
の
接
遇

参
加
費　

津
山
圏
域
内
企
業
＝
３

千
円
、
津
山
圏
域
外
企
業
＝
４

千
円
（
一
人
当
た
り
）

申
込
方
法　

津
山
広
域
事
務
組
合

（
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ

ー
内
）
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

直
接
提
出
す
る
、
あ
る
い
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

締
め
切
り　

３
月
10
日
㈮

問
津
山
広
域
事
務
組
合
☎
24
‐
３

６
３
３
、

22
‐
９
６
４
７

イ
ベ
ン
ト

グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス 

キ
ッ
ズ
デ
ー

子
ど
も
１
０
０
円
プ
ー
ル

と
き　

２
月
５
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
８
時

料
金　

小
学
生
以
下
＝
１
百
円
、

中
学
生
以
上
＝
５
百
円

と
こ
ろ　

グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

問
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
☎
27
‐
７
１
４

０ア
イ
ス
ラ
ン
ド
津
山 

バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー 

男
女
ペ
ア
無
料
滑
走

と
き　

２
月
14
日
㈫
午
前
９
時
〜

午
後
８
時

と
こ
ろ　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
津
山

　
（
志
戸
部
）

対
象　

男
女
ペ
ア

　

（
年
齢
不
問
、

　

親
子
可
）

※
ス
ケ
ー
ト
靴
を
借
り
る
場
合
は

貸
靴
料
要

問
津
山
陸
上
競
技
場
（
志
戸
部
）

☎
24
‐
４
９
０
０

津
山
幼
児
音
楽
祭

と
き　

２
月
18
日
㈯
開
場
午
前
11

時
30
分
〜
、
開
演
正
午
〜

と
こ
ろ　

津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
山
下
）

出
演
団
体　

愛
慈
園（
真
庭
市
）、

　

中
央
東
幼
稚
園（
奈
義
町
）、
広

野
保
育
園
、
田
邑
保
育
園
、
成

名
幼
稚
園
、
鶴
山
幼
稚
園
、
作

陽
保
育
園
、
高
野
第
二
保
育
園
、

高
野
保
育
園
、
や
よ
い
保
育
園

問
津
山
幼
児
音
楽
祭
実
行
委
員
会

（
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
24
‐
０
２
０
１

中
央
公
民
館
文
化
祭

と
き　

２
月
25
日
㈯
午
前
９
時
50

分
〜
午
後
３
時
、
26
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

内
容　

25
日
＝
作
陽
保
育
園
・
福

岡
保
育
園
児
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

発
表
な
ど
、
26
日
＝
ジ
ュ
ニ
ア

ブ
ラ
ス
の
演
奏
、
歴
史
講
演
な

ど
問
中
央
公
民
館
☎
24
‐
５
１
１
１

萬
福
寺
虚
空
蔵
大
会
式

13
歳
の
子
ど
も
が
お
参
り
す
る

と
、
福
徳
・
威
力
・
智
恵
の
三
つ

の
徳
を
授
か
る
と
い
わ
れ
る
「
十

三
参
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
き　

２
月
24
日
㈮
〜
26
日
㈰

と
こ
ろ　

萬
福
寺
（
東
田
辺
）

※
餅
ま
き
＝
25
日
㈯
午
後
３
時
〜

問
萬
福
寺
☎
27
‐
０
３
１
６

加
茂
郷
コ
ン
サ
ー
ト 

ス
プ
リ
ン
グ
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ

と
き　

２
月
26
日
㈰
開
場
午
後
３

時
〜
、
開
演
３
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

エ
ス
ぺ
リ
ア

入
場
料　

一
人
１
千
円

※
３
歳
以
下
は
入
場
不
可

問
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
42
‐

７
０
３
１

作
州
津
山
宮
川
朝
市

と
き　

２
月
12
日
㈰
午
前
８
時
〜

11
時

と
こ
ろ　

宮
川
河
川
敷
・
城
北
橋

西
詰
（
山
北
）

問
み
ら
い
産
業
課
☎
32
‐
２
１
７

８加
茂
の
朝
市

と
き　

２
月
19
日
㈰
午
前
９
時
〜

10
時

と
こ
ろ　

加
茂
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

問
津
山
市
観
光
協
会
北
支
部
☎
42

‐
７
０
１
１

「鶴山館」入館者募集

応募資格　次の条件を満たすこと
　 ①岡山県に本籍または縁故がある人で、今
年４月に東京都とその周辺にある大学（短
期大学や夜間部は除く）に在籍する１～３
年生の男子学生②健康な身体を持ち、寮で
の共同生活が可能な人③学業成績が優秀で
勉学に熱意のある人④館費・食費そのほか
の生活費が支払える人⑤独立した生計を営
む確実な保証人がいる人
募集人数　10人程度
月額　約46,000円（食費など含む）
応 募方法　入館願、履歴書、家庭及び志望調
書、小論文（テーマ「共同生活における自
由と規律」）を、直接または郵送で提出
締め切り　３月４日㈯必着
選 考方法　第１次＝書類選考・小論文、第２
次＝面接・意見交換
■第２次選考
とき　３月12日㈰午前９時30分～
ところ　美作教育会館（大手町）
※ 志望校の合格発表が３月４日㈯以降になる
人も応募可能
※ 応募書類は鶴山館に請求

 〒202-0013東京都西東京市中町5-10-8
　鶴山館☎042-422-5951

宝くじ助成金による整備
　平成28年度自治宝くじの助成を受け、
コミュニティ備品を整備しました。
上 横野町内会＝エアコン、ＬＥＤ照明、複
写機など

下 横野町内会＝複写機、ＬＥＤ照明、プロ
ジェクター、椅子、パソコンなど

 協働推進室☎32-2032

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。
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行事食を楽しみましょう
　節分やひな祭りなどの行事にちなんで食べる行事食には、自
然の恵みへの感謝、子どもの成長を祝う気持ちなどが込められ
ています。今回は、ひな祭りに子どもと一緒に作れるお寿司を
紹介します。家族で一緒に作ってみてはいかがでしょう。

Vol.67

デコレーション寿司（４人分）

1 人当たり栄養価
エネルギー412kcal、たんぱく質15.2ｇ、
脂質6.0ｇ、カルシウム47㎎、食物繊維1.2ｇ、
塩分1.6ｇ

【 材料（４人分）】すし飯（米…２合、だし昆布…５㎝角程度）　合わ
せ酢（酢…大さじ２、砂糖…大さじ２、塩…小さじ１/２）　鶏そ
ぼろ（鶏ひき肉…100ｇ、ニンジン…70ｇ、ショウガ…少々、調
味料〈酒…大さじ１、砂糖…小さじ２、しょうゆ…小さじ２、だ
し汁…適量〉）　いり卵（卵…２個、砂糖…小さじ１、塩…少々、
サラダ油…少々）　その他の具材（ニンジン…30ｇ、かにかまぼ
こ…２本、サヤエンドウ…４枚、ミニトマト…４個）
【 下準備】すし飯①米を洗って、すし飯の水量でだし昆布を入れて炊
く。②合わせ酢は温めて調味料を溶かし、炊き上がったごはん
（昆布は取り出す）に加えて混ぜる。
鶏そぼろ①鍋に鶏ひき肉とすりおろしたニンジン、ショウガ、調
味料、だし汁を加えて肉に火が通り、煮汁がなくなるまで煮る。
いり卵①卵を溶きほぐし、砂糖と塩を加えてよく混ぜ、フライパ
ンにサラダ油を熱して、いり卵をつくる。
その他の具材①ニンジンは、うす切りにして花型で抜き、ゆでる。
②かにかまぼこはほぐして長さを半分に切り、さっと湯通しする。
③サヤエンドウは、斜めの千切りにし、さっと塩ゆでする。

【 作り方】①すし飯を４等分する。②ケーキ型（直径12㎝）にラッ
プを敷き、１人分の半分の量のすし飯、鶏そぼろ、残りのすし飯
の順に入れて、軽く押しかため、ひっくり返して器に盛り、いり
卵、ニンジン、かにかまぼこ、サヤエンドウ、ミニトマトを彩り
よく飾る。（①、②の繰り返しで人数分）
※ 大きい型で作ると、切り分けることもできます問健康増進課☎32-2069

毎月19日は食育の日

賃貸アパートの契約時に注意すること
【質問】
　娘が県外の大学へ進学することになり、アパー
トを借りることになりました。仲介業者と契約す
る時、どんなことに注意したらいいでしょうか。

【アドバイス】
　借りる前に物件をよく見ることも大切ですが、
契約書類などをよく確認することも大事です。宅
建業法では仲介業者に対して「重要事項説明書」
という、物件の状況や取引条件が記載された書類
を借主に渡して説明するよう義務付けています。
記載されている内容が難しくて分からない時は、
業者に説明を求めるなど、内容を十分理解した上
で、借りるかどうかの判断をしましょう。
　また、契約書類は業者側で用意されたものに署
名押印を求められることが多いですが、契約更新
の際の手数料の取り扱いや解約条項など、借主に
不利な内容が記載されていないかもよく確認した
上で署名押印しましょう。

子どもたちの意見を紹介します
12月10日㈯に「津山っ子こころのふれあいト
ーク」を開催し、市内の中学生16人が日頃の思
いを発表しました。主な内容を紹介します。
●地区の行事に積極的に参加し、大人になった時
にきちんと高齢者を支えられる人間になりたい
●見た目や性格で人を選ぶ人にはなりたくない。
個性の違う者同士が尊重し合い、助け合いなが
ら過ごしていくことが必要だ
●障害者が暮らしやすくするためには、周りの人
の理解が大切だ
●保育園の時に突然実母を亡くした体験から、命
の大切さを訴えたい
●平成28年10月に発生した鳥取県中部地震をき
っかけに、防災や身近な場所の災害予想につい
て意識を高めたい　など
津山市青少年健全育成センターでは、今後も若
者の意見を聞く機会を設け、子どもたちの健全育
成につなげる活動を行っていきます。
※「津山っ子こころのふれあいトーク」の詳しい
内容は、市ホームページからも閲覧できます

困ったときの相談先　環境生活課☎32-2056、
　 津山市消費生活センター☎32-2057

津山市青少年育成センター
市役所東庁舎３階☎3

さあいざ、はろーごー

1-8650

学校のこと、友だちのこと、
　青少年の悩みごと、
　　　　　ご相談ください

中央児童館（山北）
午前10時～午後５時 ☎ 22-2099

●クラブ（すくすく会）入会説明会
　とき：２日㈭10：30～11：00
●豆まき　とき：３日㈮15：00～15：30
●お話タイム　とき：８日㈬・24日㈮13：00～13：30
● 赤ちゃん広場　とき：９日㈭11：00～11：30　対象：０
歳児と保護者 定員：10組 受付：１月31日㈫10：00～
●親子であそぼう　とき：20日㈪10：30～11：30
　対象：２歳未満児と保護者

南（ワイワイ）児童館（横山）
午前10時～午後５時 ☎ 24-4400

●絵本タイム　とき：２日㈭・21日㈫13：15～13：45
●赤ちゃんあそぼ！　とき：８日㈬10：30～11：30
　対象：１歳未満児と保護者　定員：20組（先着順）
　受付：１日㈬13：00～（電話のみ）
●いっぱいあそぼ♪　とき：15日㈬10：30～11：30
　対象：未就園児と保護者
● ぺったん！の日(^^)　とき：20日㈪10：30～12：00、
13：00～14：00

加茂（ぐりむ）児童館（加茂町中原）
午前10時～午後５時 ☎ 42-3168

●お話タイム　とき：３日㈮13：15～13：45
● エアーマットデー　とき：４日㈯・26日㈰11：00～
11：30、14：00～14：30

●育児相談　とき：８日㈬11：30～12：00
● グーチョキパークラブ入会説明会　とき：10日㈮
11：15～11：45　対象：未就園児と保護者

●３月のカレンダー作り　とき：11日㈷13：30～14：30
　定員：10人（先着順）　受付：１日㈬～
●お話タイム　とき：16日㈭11：00～11：30
●手型・足型アート　とき：20日㈪10：30～12：00
　対象：幼児と保護者

阿波児童館（阿波） ☎ 46-2076
月・水・木・金曜日 午後１時～５時　
● わくわくタイム　とき：３日㈮～10日㈮の開館日
15：30～16：30　内容：切り紙で雪の結晶の飾りを作る

●ふれあいデー　とき：22日㈬15：30～16：30

休
館
日

中 央児童館・南児童館・加茂児童館
　６日㈪、12日㈰、13日㈪、19日㈰、27日㈪

2月
市立図書館（アルネ・津山４階）

午前10時～午後７時 ☎ 24-2919

●小さな子どものえほんのじかん
　とき：毎週水曜日10：30～11：00
●木曜ビデオ館　とき：毎週木曜日14：30～
　 内容：２日「マヤ文明の謎に迫る」、９日「プライオ
リ・スクール/第二の血痕」、16日「思い出の鉄路　本
州・四国・九州編」、23日「99歳の詩人　柴田トヨ
～心を救う言葉～」
●むかし話を聞く会　とき：４日㈯14：00～14：30
●放送大学連携講座　とき：５日㈰13：30～15：00
　演題：「健康に必要な油～必須脂肪酸とは何か～」
　 講師：酒井貴志さん（放送大学岡山学習センター客
員教授）
●ファミリーシアター　とき：12日㈰14：30～
　内容：「日本の昔ばなし花さか爺さんほか」
●おはなし会　とき：16日㈭11：00～11：30
●小学生のための「物語をたのしむ会」
　とき：18日㈯14：00～14：40

加茂町図書館（加茂町塔中）
午前10時～午後６時 ☎ 42-7032

●昔話のおはなし会スペシャル
　とき：11日㈷10：30～11：30
●おはなし会　とき：26日㈰10：30～11：00

勝北図書館（新野東）
午前10時～午後６時 ☎ 36-8622

●おはなしタイム　とき：２日㈭・19日㈰10：30～11：00
●昔ばなしのじかん　とき：25日㈯14：00～14：30

久米図書館（中北下）
午前10時～午後６時 ☎ 57-3444

●いっしょにあそぼ！０･１･２･３てくてく
　とき：15日㈬10：30～11：30
●こくちゃんの紙芝居劇場　とき：18日㈯15：30～

休
館
日

市立図書館：７日㈫、21日㈫、28日㈫
加茂町・勝北・久米図書館：６日㈪、12日㈰、
　13日㈪、20日㈪、21日㈫、27日㈪、28日㈫
久米図書館のみ：１日㈬、２日㈭

北小学校10:00～10:40 ⇒総社東第二遊園地11:10～11:40 ⇒高田小学校13:00～13:30 １日㈬
高倉小学校10:15～10:45 ⇒衆楽公園駐車場（市役所東側）12:00～13:10 ⇒小原会館14:00～14:40 ⇒院庄公民館15:20～16:20 ２日㈭
喬松小学校10:15～10:45 ⇒道の駅「久米の里」11:25～12:00 ⇒誠道小学校13:00～13:40 ⇒田邑公民館15:00～16:00 ３日㈮
ときわ園9:50～10:20 ⇒高野公民館11:10～11:50 ⇒広野小学校13:00～13:30 ⇒弥生小学校14:30～16:20 ６日㈪
佐良山小学校10:00～10:40 ⇒津山口駅前11:05～11:35 ⇒一宮小学校12:50～13:30 ⇒林田小学校14:30～16:00 ７日㈫
河辺小学校10:15～10:45 ⇒東小学校13:00～13:45 ８日㈬
勝加茂小学校10:15～11:00 ⇒新野小学校13:00～13:30 ⇒広戸小学校14:30～16:00 ９日㈭
成名小学校10:15～11:00 ⇒清泉小学校13:00～13:40 ⇒大崎小学校14:40～16:15 10日㈮
秀実小学校10:15～11:00 ⇒中正小学校12:50～13:20 13日㈪
阿波公民館10:35～11:00 ⇒旧ＪＡ上加茂11:25～11:50 ⇒加茂小学校13:00～13:40 ⇒めぐみ荘14:00～15:00 14日㈫
向陽小学校10:15～10:45 ⇒鶴山小学校13:00～14:00 ⇒塩手荘14:40～15:10 15日㈬

●児童館情報は、市ホームページで 児童館 検索●図書館情報は、市ホームページで 図書館 検索
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2月月救急医療案内
☎23-9910

小児救急医療電話相談☎＃８０００
土・日・祝18：00～翌８：00、平日19：00～翌８：00

休日診療　
津山市医師会 検索

行
室
報
広
書
秘

あて先は見本 kouhou@city.
tsuyama.lg.jp のとおりに書 

くだけでＯＫ 

※お便りの内容は広報紙やホームページで 
　紹介させていただくことがあります 

絵を描いたはがきに　①氏名とふりがな・ペンネーム可 
②年齢（学生は学校名と学年も）を記入してください 

※掲載された人には粗品を贈呈します 
※希望者には作品を返却します 法

方
募
応

 

正解者の中から抽選 
で５人に当たる！ 

問
今月号の特集
○○○で支える子育て
○に入るひらがな３文字は？

12月号の正解

　　　　　　応募方法 

記念品 

締め切り 

選択（応募57人、正解56人）
当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせ
ていただきます。

①答え  ②記事の感想や市政へのご意見 
③次のⒶ～Ⓔの記念品の中から１つを書いて、
秘書広報室へ応募してください。

平成29年２月20日㈪当日消印有効 

Ⓐ図書カード　Ⓑ津山洋学資料館招待券（2枚）
Ⓒあば温泉無料入浴券（5枚）
Ⓓ百々温泉めぐみ荘無料入浴券（5枚）
Ⓔ津山郷土博物館招待券（2枚）

津
山
町
役
場
（
京
町
界
隈
）

　
　
　
　
　

 

（
大
正
末
頃
）

あ
の
頃
の
津
山

写
真
提
供
・
江
見
写
真
館

現在の京町界隈現在の京町界隈

写
真
は
、
大
正
末
ご
ろ
に
発
行
さ
れ
た
『
津
山
町
写
真
帳
』

に
掲
載
さ
れ
た
津
山
町
役
場
の
写
真
で
す
。

津
山
市
史
に
よ
る
と
、
こ
の
建
物
は
明
治
７
年
、
現
在
の
京

町
に
成
器
小
学
校
の
校
舎
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
成

器
小
学
校
は
、
そ
の
後
、
津
山
尋
常
小
学
校
と
名
称
を
変
え
、

明
治
32
年
に
、
現
在
の
山
下
児
童
公
園
辺
り
へ
校
舎
を
新
築
移

転
し
ま
し
た
。

当
時
の
津
山
の
城
下
町
は
、
津
山
町
（
宮
川
か
ら
西
側
）
と

津
山
東
町
（
宮
川
か
ら
東
側
、
現
在
の
城
東
地
区
）
に
分
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
明
治
33
年
に
こ
の
２
つ
の
町
が
合
併
し
、
新

た
な
津
山
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新
た
な
町
の
中
心
部
に
役
場

の
機
能
を
置
く
た
め
、
明
治
34
年
、
京
町
に
残
っ
て
い
た
津
山

尋
常
小
学
校
の
跡
地
に
津
山
町
役
場
が
移
転
し
、
こ
の
建
物
は
、

町
役
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
４
年
に
近
隣
の
町
村
を
合
併
し
て
津
山
市
が

誕
生
す
る
と
、
老
朽
化
や
事
務
事
業
の
増
加
に
よ
っ
て
手
狭
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
建
物
で
は
新
市
庁
舎
と
し
て
の
機
能

が
果
た
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
９
年
、
山
下
に
新
市
庁

舎
（
現
在
の
津
山
郷
土
博
物
館
）
を
建
設
し
、
移
転
し
ま
し
た
。

現
在
、
写
真
の
建
物
が
あ
っ
た
場
所
は
商
店
街
と
な
っ
て
い

て
、
当
時
の
面
影
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
の
津
山
町

役
場
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な

一
枚
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
懐
か
し
い

津
山
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

問
津
山
郷
土
博
物
館

☎
22 - 

４
５
６
７

元気な子どもを育てるために
内　容 と　き 時　間

乳 児 健 診 14日㈫、15日㈬
13:00～13:30１歳６カ月健診 ７日㈫、８日㈬、10日㈮

３ 歳 児 健 診 21日㈫、22日㈬、24日㈮
ところ　津山すこやか・こどもセンター

はっぴー子育て教室（ハーフバースデイ記念）
と　き と　こ　ろ

２日㈭ 13:30～15:00 津山すこやか・こどもセンター
内容　身体測定、情報交換、保育士によるふれあい遊び
対象　第１子の７カ月児（平成28年７月生まれ）
持 ってくるもの　親子（母子）健康手帳、おむつ、ミルクなど

相　　談

 健康増進課☎32-2069
※料金を掲載していないものは無料です

相　談　名 と　き と　こ　ろ 問い合わせ先
育児相談・健康相談 毎週月曜日 10：00～11：30 津山すこやか・こどもセンター 健康増進課☎32-2069

女性の悩みごと相談 毎週水曜日 10：00～16：00 津山男女共同参画センター
「さん・さん」 さん・さん☎31-2533

女性と子どもの法律
相談（無料・予約要）６日㈪・20日㈪ 13：30～16：40 津山すこやか・こどもセンター こども課☎32-2065

鶴山塾教育相談
毎週火・木曜日 13：30～16：30、４日㈯・
５日㈰ 13：00～16：00、10日㈮ 17：00～
20：00、17日 ㈮ 13：30～15：30、23日 ㈭ 
10：00～12：00

教育相談センター「鶴山塾」 鶴山塾☎22-2523

悩みごと無料相談 毎週月・水・金曜日 10：00～17：00 ライフサポートセンターつやま
（津山圏域雇用労働センター内）

ライフサポートセンター
つやま☎35-2433

司法書士法律相談
（無料・予約要） １日㈬、15日㈬ 13：30～15：30 環境生活課

（市役所１階１番窓口） 環境生活課☎32-2057

弁護士法律相談
（無料・予約要）

17日㈮ 10：00～12：00、13：00～15：00
受付＝10日㈮ 8：30～

環境生活課
（市役所１階１番窓口） 環境生活課☎32-2057

福祉総合相談会 ８日㈬ 10：00～15：00 津山市総合福祉会館 津山市社会福祉協議会
☎23-5135

行政相談
15日㈬ 10：00～15：00 加茂町公民館 加茂支所市民生活課

☎32-7032

17日㈮ 10：00～15：00 津山市総合福祉会館 岡山行政評価事務所
☎086-231-4322

人権・行政・民生
合同相談 16日㈭ 9：00～12：00 勝北公民館 勝北支所市民生活課

☎32-7022

無料調停相談 17日㈮ 10：00～15：00 津山市総合福祉会館 岡山地方裁判所津山支部
☎22-9326

行政・民生合同相談 20日㈪ 10：00～15：00 久米支所 久米支所市民生活課
☎32-7011

住宅無料相談 23日㈭ 13：30～16：30 市役所１階市民ロビー 建築住宅課☎32-2099
※18ページのお知らせにも掲載があります

健　　康
高齢者歯科検診

と　き と　こ　ろ
５日㈰ 9:00～12:00 津山歯科医療センター（沼）
対象　65歳以上の人（予約要）
申込先　津山歯科医療センター☎22-4021

親子歯科教室
子どもをむし歯から守る学習会
と　き と　こ　ろ

19日㈰ 9:30～12:00 津山歯科医療センター
対象　未就学児と保護者
申込先　津山歯科医療センター☎22-4021

「愛の献血」にご協力を
と　き と　こ　ろ

24日㈮ 10:00～11:30
　　　 12:30～16:00

市役所１階市民ロビー
※400ml　献血のみの受付

▶
土 

結
歌
（
小
学
６
年
生
）

▶
ペ
ン
ネ
ー
ム　

ち
ゃ
お

▶
河
田 

真
奈
（
小
学
４
年
生
）

▶
岡
本 

愛
来
（
小
学
４
年
生
）

※
お
詫
び
と
訂
正

広
報
津
山
１
月
号
22
ペ
ー
ジ
、
け
い
じ
ば
ん
記
事
内
の
問
い
合
わ
せ
先
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
県
津
山
断
酒
新
生
会
家
族
会
結
の
華
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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sparkling tsuyama people

サッカーの指導者になろうと思ったきっかけは？
　現役引退後、東京ヴェルディのジュニアコーチ就任への話を
いただいたことがきっかけです。現役時代は「自分なんかが指
導者なんて…」という気持ちがありましたが、東京ヴェルディ
でコーチをする中で出会った指導者が、選手たちと一緒にサッ
カーを楽しみながら教えている姿を見て、こういう指導方法も
あるのだと気付かされ、指導者として頑張っていこうと強く思
いました。

指導者としての魅力は？
　指導した選手が、わたしが思っている以上の成長速度で上手
になっていく姿を目の当たりにすると、常識では測れない人間
の凄さを感じられることが魅力です。
　サッカーには、こうすれば勝てるといった正解が無いので、
思い悩むことも多いですし、人によって考え方や捉え方が違う
ので、自分の考えやアドバイスなどを、言葉で伝えることに難
しさを感じることもあります。しかし、そのような中で新しい
発見があり、勉強することが多いので指導者として充実した日
々を送れています。

今後の目標は？
　選手に信頼される指導者になり、技術だけでなく、サッカー
を通じて人間として成長できるような指導をしていきたいです。
　そして、岡山湯郷Belleを多くの人に応援してもらえるチー
ムにすることが目標です。そのためには、勝つことや選手の技
術を向上させることはもちろんのこと、全力で頑張っている姿
や、見に来てくれた人が応援しようと思うプレーをチームとし
て見せていきたいです。皆さん、ぜひ応援してください。

女子サッカーチーム指導者
なでしこリーグ・岡山湯郷B

ベ ル
elle監督

兼ゼネラルマネージャー

亘
わたり

 崇
た か

詞
し

 さん（坪井町出身）
　津山工業高等学校卒業後、サッカー選
手として三菱石油水島サッカー部に所属。
その後、単身でアルゼンチンに渡り、南
米の強豪サッカーチーム、ボカ・ジュニ
アーズとプロ契約を果たすなど、海外で
もプレー。現役引退後は、東京ヴェルデ
ィのジュニアコーチやユース監督、なで
しこリーグの日テレ・ベレーザコーチや
ASエルフェン狭山FCコーチ、広州女足
（中国）監督などを務めた後、平成28
年12月１日付で岡山湯郷Belleの監督兼
ゼネラルマネージャーに就任した。

選手を指導する亘さん

　

先
日
、
つ
や
ま
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
国
際
大
会
を
取
材
し
ま
し
た
。
今
回

は
初
の
国
際
大
会
で
、
中
国
・
タ
イ
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
参
加
者
を
迎
え
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
各
チ

ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
て
製

作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
す
る
姿
を
目

に
し
、
良
い
技
術
者
が
津
山
の
地
か
ら

誕
生
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。（
Ｗ
）

　

仕
事
を
代
わ
り
に
し
て
く
れ
る
ロ
ボ

ッ
ト
が
欲
し
い
と
い
う
願
望
は
、
誰
も

が
、
一
度
は
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
は
ず

で
す
。
第
21
回
つ
や
ま
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
競
技
す
る
姿

を
見
る
と
将
来
、
こ
の
願
望
が
叶
う
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
早
く
つ

ぶ
や
き
編
集
室
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ

る
ロ
ボ
ッ
ト
が
で
き
な
い
か
な
…（
雨
）

　

子
ど
も
た
ち
が
合
宿
で
数
日
間
、
家

を
不
在
に
す
る
こ
と
と
な
り
、
賑に

ぎ

や
か

だ
っ
た
毎
日
が
、
急
に
静
か
に
…
。
普

段
で
き
て
い
な
か
っ
た
場
所
を
掃
除
し

た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
す
る
な
ど
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
帰
り
を
待
ち
ま
し
た
。

「
た
だ
い
ま
！
」
の
大
き
な
声
と
と
も

に
、
ま
た
賑
や
か
な
毎
日
が
復
活
。
子

ど
も
の
声
で
元
気
に
な
り
ま
し
た
。（
♨
）

―
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・―

・―

・―

・―

・―

・

―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

編
集
・
発
行

   津
山
市
総
合
企
画
部
秘
書
広
報
室（
市
役
所
３
階
）

　
  〒
708－8501 岡

山
県
津
山
市
山
北
520番

地

広
報
津
山
は
、
環
境
保
護
の
た
め
再

生
紙
と
植
物
性
イ
ン
キ
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
読
み
終
え
た
後
は
リ
サ
イ

ク
ル
（
雑
誌
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

☆
広
報
津
山
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す

https://w
w
w
.city.tsuyam

a.lg.jp/

☆
津山市のフェイスブックはこちらから

https://w
w
w
.facebook.com

/
         　

　
  city.tsuyam

a.kouhou

 ☎
0868－32－2029

 FAX  0868－32－2152
 kouhou@

city.tsuyam
a.lg.jp
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